
地元の研究者が取り組んだ地元のための放射能対策・原発被災者対応の研究成果発表会 

庭木・菜園・山菜は？ ＆ 支援者はどうあれば？ 
 

講演 1：皆さん家の庭木が、今どの程度の放射性セシウム汚染か知っていますか？ずいぶん下がっ

たものもあれば、未だに高濃度のもの有ります。山菜等も含めて、今回はっきりご説明します。 

講演 2：原発事故被災地からの避難者に対する支援者は、どう接するのがよいのでしょう。今、福

島が陥っている苦しい状況を、地域や家族の視点から見ていきたいと思います。 

＜と き＞  平成 26 年4 月 19 日（土） 
１３：３０～１6：00 

＜ところ＞福島県青少年会館 

（福島市黒岩字田部屋 53-5、P 有り） 

 

＜主なテーマ＞ 

1．庭、公園、山における 

樹木・マツカサなど 

の植物素材や 

自家菜園（庭園）で栽培した野菜・果樹、の放射性セシウム汚染状況の推移について 

2．山菜や木の実における放射性セシウム汚染と採取地における放射線量の推移…山菜狩り、トレ

ッキング、登山のための調査報告 

3．福島市における放射性セシウム降下物や黒汚れの状況 

4．原子力発電所事故に伴う避難地域における支援者のあり方 

 

申し込み手続きは不要ですので、直接お越しください。参加費は無料です。 
問い合わせ：杉浦広幸（福島学院大学宮代キャンパス Tel.024-553-3221、 

Fax024-553-3222、E-mail: kennkyuuseika@yahoo.co.jp） 

        ＜講師＞ 

杉浦広幸 博士（農学）   医学博士  香山雪彦 

福島学院大学短期大学部准教授   福島学院大学福祉学部教授 

（元新潟県園芸試験場研究員）    （前福島県立医科大学教授） 

岐阜大学大学院にて博士号を取得         山口大学大学院にて博士号を取得 

学会：日本放射線安全管理学会、園芸学会等     学会：日本生理学会、日本神経科学学会、 

…福島に住む二児の父として、2011 年より三井    日本摂食障害学会等 

物産環境基金の研究補助金にてゲルマを入手し、     …精神科の医師としてのかたわら、福島県社会福 

放射線・放射能の調査・対策の研究に取り組む。     祉協議会との連携で原発避難者に接する支援者の 

環境・園芸に関する授業を担当。伊達市在住。      在り方についての研究に取り組む。福島市在住。 


